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配置図 兼 一階平面図    ｜　S：１/100

1　 　家電量販店
2 　　宿泊室
3　 　招きの空間
4　 　祖母の主空間
5　 　ギャラリー
6　 　集いの庭

敷地は、東京都北区志茂１丁目の第一種住居地域の住宅街。祖母らが、長く居住している土地である。
周囲には共に、長く居住している世帯はもちろん、８０年代以降は移住してきた世帯も増えてきている。
東京２３区で最も高齢化率が高いということもあって、ここでは高齢者と若者が交流できることも考慮されて計画した。
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・・・・・₁₉₇₀年以前から住んでいる世帯 ・・・・・₂₀₁₀年以後から住んでいる世帯

■　敷地について

・・・・・₁₉₉₀年以後から住んでいる世帯





1　 　世帯Eの空間
2 　　世帯Fの空間
3        庭

屋上庭園 屋上庭園
展望台

1

2 ３

EV

1　 　Aさんの空間
2 　　Bさんの空間
3　 　Cさんの空間
4　 　Dさんの空間
５　　共用倉庫
６　 庭
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1　 　叔父夫婦の空間
2 　　シェアスペース
3　 　庭
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二階　平面図　｜　S：１/100構造軸組図 三階　平面図　｜　S：１/100
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　　祖母の主空間からは、すべての方向に視界が広がり気持ちが落ち着く

家電販売店舗 家電販売店舗 ゲストルーム
家電販売店舗 ゲストルーム

ギャラリー ギャラリー庭

庭

祖母の主空間

賃貸空間

＋多くの人が共有できる空間　　祖母の主空間

＋多くの人が共有できる空間　　祖母の主空間＋多くの人が共有できる空間　　祖母の主空間

住宅＋ギャラリー＋電気店
従来、店舗併用住宅は、これらを分離する計画が一般的だったが、住宅地の店舗ということで、生活感を感じ
ることができるように、一体的に計画した。
「祖母の主空間」から、電気店やギャラリーが、ゆるやかにつながり、雰囲気を感じることができる。ギャラ
リーは、主に、シェア居住者であるアート系学生の発表の場として使われる。
下の図は、既存の状態からの設計プロセスであり、赤い人間は主に祖母がいる場所、黒い点線は、入口から
祖母への動線、灰色の三角形は視界の抜け道を示す。透視図は、祖母の視界を表している。

既存の状態。祖母への動線が店舗を通じての一つしかないので、入りにくい。 店舗と祖母の空間を並列に並べ、他者を招き入れるための用途を挿入し
各空間の面積を調整する。様々な入口ができることで、祖母とのつなが
りが増す。

　空間の用途の性格から、開口部を設ける部分と、壁で閉じる部分を分ける。
　さらに壁を屈曲させることにより、視界がひろがる。
　祖母へつながる動線が、二つになり、それらは性格が異なる。
    一つは日常の玄関のような直接的な動線。もう一方は、ギャラリーを通じて
　の動線として、これは、祖母からするといつ誰が来るかわからない動線であ
　り、「都市の中で、友人とばったり会ったような、街っぽさを感じること」
　を意図している。
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生活介助、IT機器の使い方指導、お年寄り地域恊働企画の立案など

戦後の歴史や文化を伝えていく、様々な知識や教養を教える

２１世紀の社会や、経済を共に考えるきっかけ

互いのニーズについて



庭を立体的に計画し、様々な方向に対して視線が抜け、コミュニ
ケーションの機会を与える





積層される庭
立体的な庭は、上下階をゆるやかにつながり。関係性を生む。
これをつくることで、表層として、庭のような建築という全体像が生まれる。

　シェアスペース 叔父夫婦の空間

世帯Cの空間

　集いの庭ギャラリー

世帯Fの空間

断面図　｜　S:１/50

共有する庭
この建築では、様々な場所に散りばめられた庭を、隣同士の住処や、上階と下階の住処で共有する。
そうすることにより、他者性を感じ、「互いに庭を大事に扱う」といった気持ちが生まれ、同じ場所に住
む意味を再認識させてくれる。



建築は地盤に建てるが、地球に建てると考えると環境指標もかわるだろう。




